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監督会議次第 

開会 

 

 １ 出席確認 

 ２ 挨  拶    愛知県カヌー協会 会長 塚本 直樹 

 

 ３ 競技運営上の諸注意      審判部長 田村 一樹 

１） プログラム訂正・選手変更・棄権届について 

※時間の都合上、監督会議では受付を行いません。             

書面を競技本部までご提出お願いします。 

特別レース選手変更について 

※特別レースのメンバー変更は、同一チームまたは、 

競技委員会で認められた選手に限る。 

２） 競技場の諸注意 

 

 ４ 競技会運営上の注意       

愛知県カヌー協会事務局  柴田 晴行 

 ５ 質疑応答 

 

閉会 
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１ 競技運営上の注意 

① プログラム訂正・選手変更・棄権について 

ア 選手変更は、監督会議までに競技本部に書面にて申し出る。（第 12 条第 1 項） 

棄権は午前・午後の部の第 1 レース開始 1 時間前までに競技本部に書面にて申し出

る。（第 12 条第 2 項）監督会議では時間の都合上受け付けない。 

ただし、特別レースの同一チーム内で選手変更できない場合は受け付ける。 

変更・棄権は最終的なものとみなされ、再参加は認められない。 

 イ 監督会議前に届出のあったものについては、一覧表で配布する。 

 

② 競技運営方法 

 ア 公益社団法人日本カヌー連盟 2022 年カヌースプリント競技規則により行う。 

   ただし、予選における転覆、レーンアウトは予選以降に進出できない。 

  イ  今大会は、事前検艇及びライフジャケット点検を実施する。 

   レースで使用する全ての艇は 11:30 までに検艇を行うこと。（開会式開催時は除く） 

   艇の重さは検艇所の量りにて各自、計測することができる。（競技後検艇が優先） 

ウ 艇番位置は後甲板の中央に付けること。 

  艇番が落水する場合があるので艇番立にガムテープで固定することが望ましい。 

  なお、後甲板に艇番立が無い場合は配艇所にて貸し出す。 

    艇番を未返却や落水して紛失の場合は、実費 1,000 円を徴収する。 

エ 決勝レースは、A 決勝のみ行い、B 決勝は行わない。 

オ 競技種目間における時間的配慮は行わない。（第 20 条第 9 項） 

カ 転覆は、転覆した時点で当該種目を失格とする。 

キ ジュニア、パラ選手は競技中、練習中ともにライフジャケットを着用すること。 

ク 同一艇の乗り継ぎについては事前に対策を施すことを原則とし、レース時間に支障の

無いよう十分注意すること。「乗継届出書」を競技本部に乗継前のレース発艇 45 分

前までに提出すること。 

  発艇時間の間隔が 15 分未満のレース間での乗継、「乗継届出書」の提出のない乗継

は認めない。 

  「乗継届出書」を提出したクルーは、乗継前の競技後検艇を実施しない。ただし、乗

継後の競技後検艇の際、失格になった場合は乗継前のクルー、後のクルーともに失格

とする。 
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③ 競技会場 

ア 名 称  みよし市 三好池カヌー競技場 

イ コース  500m 9m 幅 9 レーン  

④ 大会日程及び競技種目 

ア 競技種目 

種 別 距 離 競技種目 

シニア 500m K-1 C-1 WK-1 WC-1 

ジュニア 500m K-1 C-1 WK-1 WC-1 

共通 500m K-2 C-2 WK-2 WC-2 

パラ 200m K−1 V-1 WK-1 

マスターズ 200m K-1 C-1 WK-1 WC-1 

特別レース 
500m K−4 WK-4 

200m×4 C-1・WC-1 ※参加数増加のため 4 人リレーに変更 

※シニア/ジュニア WC−1、WC−2 は 9 艇以下のため商品券の授与はありません。  

（賞状を授与） 

イ 大会日程及び競技日程の詳細については、プログラム P24 参照のこと。 

 

⑤ 諸注意 

ア 水路 

  ・レーンブイの間隔は 25m 間隔で設置し、レーン表示は、発艇補助台および決勝線

後方ランドマーク・角ブイに表示された右側番号による。 

  ・コース解放時間はプログラム P13 を参照のこと。 

 イ  配艇 

・当該レースの 30 分前から配艇を行う。 

・配艇には選手ならびにクルー全員が、愛知県カヌー協会が用意したゼッケンを着用

し出向き、レース番号、レーン番号、氏名、所属をはっきりと告げること。 

ジュニア選手はライフジャケットを着用すること。 

   ・ペアのクルーは同一ユニフォームを着用すること。 

    （ライフジャケット、眼鏡、サングラス、スプレーカバーは除く） 

     特別レースは同一ユニフォームの規則を適用しない。 

   ・レース終了後速やかに配艇所に艇番を返却すること。 

    ゼッケンを着用し出向き、レース番号、レーン番号、氏名、所属をはっきりと告げ

返却すること。 

   ・艇番はタオル等で事前に水滴を拭き取り、返却すること。 
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ウ  発艇 

・自動発艇装置は使用しない。整列員の指示に従うこと。 

・練習水域に向かう際、発艇 1 分前から発艇までは、発艇線を横切らないこと。 

   ・当該レース発艇 5〜3 分前に発艇台付近にて選手確認を行う。発艇台付近に集合す

ること。 

   ・呼ばれた選手は、大きな声で、パドル又は手を上にあげ整列員にわかりやすいよう

に対応すること。 

   ・風向に合わせて、入る方向を見定めること。 

     （左風の場合はステッキボート左側から進入を行う。） 

   ・発艇線へは、整列員の指示に従い、周りの選手に遅れないように進入すること。 

   ・発艇は、「レディ・セット」と言葉による号令の後、発艇状態になったときに、「発

砲（ピストル）音」もしくは言葉による「ゴー」とする。 

   ・「レディ」の号令でパドリングの準備姿勢に入り、「セット」の合図で艇及びパドル

がキャッチの位置で静止されていること。 

 

エ  レース 

   ・選手は発艇線から決勝線に至るまでの間、艇が自己のレーン中央 5m エリアから

逸脱しないように漕行しなくてはならない。逸脱した場合は、直ちにレーン中央エ

リアに戻らなければならない。艇が積極的にレーン中央エリアに戻らなかった場

合、あるいは競技において有利を得た場合は、当該競技種目を失格とする。（第 23

条第 1 項・2 項） 

   ・転覆の際は艇やパドル等が隣接するレーンに出ないように注意すること。 

 

オ  決勝 

   ・全艇がフィニッシュするまで自レーン延長線上で待機すること。 

・帰艇は速やかに行い、できるだけコースから離れること。（プログラム P13 参照） 

   ・帰艇中次レースとすれ違う際は、波がコース内に侵入しないよう、艇及びパドルを

止めること。 

   ・発艇 1 分前から発艇までは、発艇線を横切らないこと。 

 

カ  検艇  

・競技後は３艇もしくはそれ以上を無作為に検艇する。 

・桟橋から検艇所まで距離があるため不正等を行わないこと。 

・水分を吸収するタオルなどは、検艇の際取り除く。 

・検艇の際に艇から外れた重り、シート、カボックなどは艇の重量に含めない。 
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 レース前にしっかりと固定し対策を施しておくこと。 

・レース前に艇の自主計量を行うことができる。（任意）※競技後検艇が優先 

 

キ  成績表・組合せ表 

・勝ち上がり方式は、公益社団法人日本カヌー連盟カヌースプリント競技規則による。 

   ・成績表、組合せ表は、三好池カヌーセンター前掲示板で周知するほか、レターボッ

クスにて配布する。 

   ・愛知県カヌー協会ホームページにも成績表、組合せ表を掲載する。 

    （https://aichicanoe.jp/）※正式な記録は、掲示板で確認すること。 

     

   ・予選に出場しなかった選手は、その種目を失格。予選以降、正当な理由なく出場 

しなかった場合や発艇に遅刻した選手は、以降の種目のすべてを失格にする。 

                            （第 20 条第 4 項） 

 

ク  その他 

   ・新型コロナウィルス感染症対策を徹底すること。 

   ・桟橋は、内側を乗艇、外側を降艇とする。 

   ・艇置き場に限りがあるため、競技終了後は速やかに艇を片付けること。 

   ・発艇１分前は発艇線を横切らないようにすること。（プログラム P13 参照） 

   ・ゼッケンは競技終了後、チーム毎に揃っているかを確認し、配艇所に返却する。 

・事前に把握しておいた方が良いと思われる選手の既往症などは、競技本部に申告す

ること。 

・体調の悪くなった選手については、監督が現場に急行すること。 

・更衣室は、三好池カヌーセンター2 階更衣室を解放する。 

・各自持参のテントや艇は、風に飛ばされないようにしっかり固定すること。 

・艇、パドル、貴重品等各自で責任を持って管理すること。 

・駐車場は、指定された場所のみとし、近隣住民の迷惑になるため、路上駐車は行わ

ないこと。 

   ・特別レースのフォアは全艇貸与艇を使用し、「ヒカリ製」のものに限る。 

    使用後は、元の場所、位置に戻すこと。 

   ・特別レースは、クルー全員で配艇を行うこと。 

   ・特別レースの詳細はプログラム P15 を参照のこと。 
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２ 競技会運営上の注意 

① 式典について（開閉会式） 

・プラカード後方に開始 5 分前までに整列すること。 

・チームのユニフォームで参加すること。 

・入賞した選手は各チームの列の前方に整列すること。 

・閉会式後は、お楽しみ抽選会を行う。 

 

② 弁当について 

 引き換え時間 ゴミ回収締め切り時間 

4 月 30 日（土） 11:00〜 14:00 

5 月 1 日（日）  10:30〜 14:00 

・弁当は、チーム毎に配布を行う。 

・ゴミは 14:00 までに三好池カヌーセンター1 階指定された場所に返却すること。 

  分別して回収を行うので協力すること。 

 

③三好池クリーンアップ活動について （プログラム P80 参照） 

受付で指定ゴミ袋を受け取り、ごみを集めて入れ、受付へお持ちください。 

 時  間 4 月 29 日(金）〜5 月 1 日（土）16:00 頃まで 

場  所 三好池・三好池カヌーセンター周辺 

注意事項 大会参加のために持ち込んだものは基本的に各自で持ち帰ること。 


